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は じ め に  
 
筆 者 は 自 身 の 論 文 、 『 日 本 語 名 詞 の 格 形 式 と 中 国 語 介 詞 構 造 と の
対 照 的 研 究 ― デ 格 を 中 心 と し て ― 』 ( 2 0 0 8 )の 中 で 、「“ 在 ”に つ い て 」
を 一 節 と し て 設 け 、 文 学 作 品 か ら 取 り 上 げ た 実 例 に 沿 い つ つ 、 日 本
語 の 場 所 を 表 す 「 デ 」 と 中 国 語 “ 在 ” に つ い て 検 証 し た 。  
さ ら に 、『日 本 語 の 場 所 を 表 す「 デ 」と 中 国 語 の 場 所 を 表 す“ 在 ( z à i )”
に つ い て 』 ( 2 0 11 )の 中 で も 、 新 た に 取 り 上 げ た 実 例 に 即 し な が ら 、
日 本 語 の 「 場 所 」 と 「 時 間 」 を 表 す 「 デ 」 に つ い て 検 証 を 行 っ た 。  
そ し て 、 中 国 語 の 介 詞 “ 当 ( d ā n g )” が “ 在 ( z à i )” と 同 じ く 、 時 に
は 「 時 間 」 と 「 場 所 」 の ２ つ の 役 割 を 果 た す こ と を 、 見 出 す こ と が
で き た 。 例 え ば 、  
 
こ の 「 謬 っ て 仏 奴 と な り 」 と い う と こ ろ で 、 み ん な は 海 堂 の 顔
を 思 い う か べ て 笑 い 、 「 仏 恨 む こ と を 休 め よ 」 の 件 り で 更 に 笑
っ た 。 （ 奔 3 2 6）  
対 訳 ： 当 他 吟 到 「 谬 作 佛 奴 」 时 ， 大 家 联 想 起 海 堂 的 面 容 ， 不
禁 都 大 笑 起 来 ； 吟 到 「 休 恨 佛 」 时 ， 全 都 笑 得 更 厉 害 （ 奔 2 6 7） 
 
と い う 例 文 の 中 国 語 訳 文 中 の“ 当（ d ā n g）”は 、場 所 と 時 間 と の ２ つ
の 役 割 を 果 し て い る こ と が わ か る 。つ ま り 、訳 文 と し て は 、“当 他 吟
到 「 谬 作 佛 奴 」 时 ” と も “ 当 他 吟 到 「 谬 作 佛 奴 」 的 地 方 ” と も 訳 す
こ と が 可 能 な の で あ る 。  
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一 ． 中 国 語 の “ 当 ( d ā n g ) ”  
 
中 国 語 の “ 当 ( d ā n g )” は 、 本 来 動 詞 か ら 転 じ た も の で あ り 、 現 代
中 国 語 で は 動 詞 の ほ か 、 主 に 介 詞 と し て 用 い ら れ る 。 し か し 、 古 代
中 国 語 （ 注 １ ） に 遡 れ ば 、“ 当 ( d ā n g )” は 介 詞 の み な ら ず 、 介 詞 以 外
の 役 割 を も 果 た し て い た 。  
古 代 中 国 語 の “ 当 ( d ā n g )” の 役 割 に つ い て は 、 下 の 【 表 １ 】 の よ
う に ま と め ら れ る 。  
 
【 表 １ 】  
“ 当 ( d ā n g ) ”  品  詞  
1 .何 乐 士  编 ( 2 0 0 6 )   
『 古 代 汉 语 虚 词 （ 注 ２ ）
词 典 』  
副 詞 、 介 詞 、 接 続 （ 助 ） 詞 、 助 詞  
2 .王 政 白  编 ( 1 9 8 6 )  
『 古 汉 语 虚 词 辞 典 ( 增 订
版 )』  
副 詞 、 介 詞 、 接 続 （ 助 ） 詞 、 指 示 代 名
詞 、 助 動 詞 、 助 詞 、 接 尾 辞 、 動 詞 、 形
容 詞  
 
古 代 中 国 語 の “ 当 ( d ā n g )” の 役 割 は 現 代 中 国 語 よ り 遥 か に バ リ エ
ー シ ョ ン に 富 む こ と が 上 表 か ら わ か る 。 ま た 、 現 代 中 国 語 の “ 当
( d ā n g )”に 関 し て は 、『 现 代 汉 语 虚 词 词 典 』 ( 2 0 0 7 )、『 现 代 汉 语 虚 词 手
册 』 ( 2 0 0 3 )、『 现 代 汉 语 虚 词 词 典 』 ( 1 9 9 8 )、『 现 代 汉 语 常 用 虚 词 词 典 』
( 1 9 9 2 )な ど の 参 考 文 献 が あ り 、 い ず れ も 介 詞 の み と し て い る 。  
以 上 の 先 行 文 献 を 踏 ま え た 上 で 、本 稿 で は 、“ 当 ( d ā n g )” の 用 法 に
つ い て 、 次 の よ う に ま と め て お き た い 。  
 
 
１ ． 時 間 を 表 す “ 当 ( d ā n g )”  
 
①  当 … 时 ”“ 当 … 的 时 候 ”“ 当 … 之 际 ” は 、 事 柄 Ａ と 事 柄 Ｂ と が
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同 時 に 発 生 す る こ と 、あ る い は 、あ る 状 態 が 出 現 す る「 と き 」
を 表 す 。  
 
1 .  当 汽 车 通 过 大 桥 时 ， 大 桥 突 然 塌 了 。（ 李 20 0 3）  
引 用 者 訳：車 が 橋 を 通 過 す る と き 、橋 が 突 然 崩 壊 し た 。  
 
2 .  当 我 回 到 宿 舍 的 时 候 ，已 经 是 半 夜 两 点 了 ，同 屋 早 就 睡 了 。
（ 李 20 0 3）  
引 用 者 訳 ： 私 が 宿 舎 に 戻 っ て き た 時 、 も う 深 夜 二 時 に
な っ て い た 。 ル ー ム メ イ ト は す で に 寝 て い た 。  
 
②  “ 当 … 以 前 /之 前 ”“当 … 以 后 /之 后 ”は 、事 柄 Ａ と 事 柄 Ｂ の 前 、
も し く は 、 後 に 発 生 す る こ と を 示 す 。  
 
3 .  当 我 收 到 他 们 的 信 以 前 ， 就 已 经 知 道 他 们 要 结 婚 了 。（ 李  
2 0 0 3）  
引 用 者 訳 ： 私 が 彼 ら の 手 紙 を 受 け 取 る 前 、 す で に 彼 ら
が 結 婚 す る こ と を 知 っ て い た 。  
 
③  当 … ” は 、 事 柄 Ｂ が 事 柄 Ａ の 「 あ る 時 間 の 範 囲 」 で 発 生 す る
こ と を 表 す 。  
 
4 .  夏 季 ， 当 地 球 转 到 太 阳 与 银 河 之 间 时 ， 满 天 繁 星 构 成 一 幅
美 丽 的 银 河 图 景 。（ 朱 2 0 0 7 : 9 5）  
引 用 者 訳：夏 に は 、地 球 が 太 陽 と 銀 河 の 間 に ま わ る と 、
星 が い っ ぱ い で 綺 麗 な 景 色 を 作 り 上 げ た 。
 
 
例 1～ 4 の “ 当 ( d ā n g )” は 、“ 在 ( z à i )” に 置 き 換 え る こ と も で
き る し 、“ 当 ( d ā n g )”は な く て も よ い 。い ず れ で も 文 の 意 味 は 変
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わ ら な い 。  
こ の よ う に 時 間 を 表 す と き 、“ 当 ( d ā n g )” と “ 在 ( z à i )” は 置 き
換 え ら れ る こ と が ほ と ん ど で あ る 。 し か し な が ら 、 両 者 の 用 法
は 若 干 異 な る 。 す な わ ち 、“ 当 ( d ā n g )” は “ 在 ( z à i )” よ り 用 法 が
限 ら れ 、“ 当 ( d ā n g )” は “ 在 ( z à i )” ほ ど 自 由 に は 使 え な い な の で
あ る 。  
こ こ で 、 時 間 を 表 す “ 当 ( d ā n g ) ” と “ 在 ( z à i )” と の 差 異 を 次
の Ａ と Ｂ の よ う に 整 理 し て お く 。  
 
    Ａ ．“ 当 ( d ā n g )” を 用 い る 場 合 、 語 順 が 「 当 ＋ 動 作 主 /主 語 ＋ 動
詞 」 の 形 で 現 れ る 。 先 述 し た 例 1～ 3 を 見 る と 、 い ず れ も
「 当 ＋ 動 作 主 /主 語 ＋ 動 詞 」 の 形 で あ る 。  
 
文 型 ：「 当 ＋ 動 作 主 /主 語 ＋ 動 詞 (述 語 )」     
例 １ ： 当 ＋   汽 车    ＋ 通 过 大 桥 时 ， 大 桥 突 然 塌 了 。  
例 ２ ： 当 ＋   我      ＋ 回 到 宿 舍 的 时 候 ， 已 经 是 半 夜 两
点 了 ， 同 屋 早 就 睡 了 。  
例 ３ ： 当 ＋   我      ＋ 收 到 他 们 的 信 以 前 ， 就 已 经 知 道
他 们 要 结 婚 了 。  
 
一 方 、“ 在 ( z à i )”に は こ の よ う な 制 限 が な い 。す な わ ち 、
“ 在 ( z à i ) ” は 、 動 作 主 ／ 主 語 の 前 、 あ る い は 、 後 ろ に
置 く こ と が で き る 。  
 
例 ４ ： 在 汽 车 通 过 大 桥 时 ， ＝ 汽 车 在 通 过 大 桥 时 ，  
例 ５ ： 在 我 回 到 宿 舍 的 时 候 ， ＝ 我 在 回 到 宿 舍 的 时 候 ，  
例 ６ ： 在 我 收 到 他 们 的 信 以 前 ， ＝ 我 在 收 到 他 们 的 信 以 前 ， 
 
以 上 の 実 例 か ら 、 中 国 語 の “ 在 ( z à i )” は 、“ 当 ( d ā n g )” ほ
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ど 、 制 限 が な い こ と が わ か っ た 。  
 
Ｂ ．“ 当 ( d ā n g )”が 導 く 文 で は 、時 間 ・ 期 間 の 前 に 必 ず 修 飾 語
が 付 き 、 そ の 時 間 ・ 期 間 が 限 定 さ れ る が 、“ 在 ( z à i ) ” に
は そ の 制 限 が な い 。  
例 え ば 、“ 当 我 生 病 的 那 一 年 （ 注 ３ ）（ 私 が 病 気 し た あ
の 年 〔 引 用 者 訳 〕）” は “ 那 一 年 ” の 前 の “ 我 生 病 的 ” と
い う 修 飾 語 が 必 須 で あ り 、“ 当 那 一 年 ” と は 言 え な い 。
す な わ ち 、 こ の 場 合 、“ 当 ( d ā n g )” が 導 く “ 那 一 年 ” を 表
現 し よ う と す る 際 、 そ の 前 に “ 我 生 病 的 ” と い う 修 飾 語
が な け れ ば 、 文 と し て 成 り 立 た な い の で あ る 。  
ま た 、明 確・特 定 な 時 点・時 間 が 現 れ る 場 合 、“ 在 ( z à i )”
は 用 い ら れ る が 、“ 当 ( d ā n g )” は 用 い ら れ な い 。  
例 え ば 、“在 1 9 9 6 年 ”と は 言 え る が 、“当 1 9 9 6 年 ” “当 我
生 病 的 1 9 9 6 ”年 と は 言 え な い 。 つ ま り 、 “ 1 9 9 6 年 ”は 明 確
な 時 間 の た め 、“ 当 ( d ā n g ) ” は 使 え ず 、“ 在 ( z à i )” し か 使
え な い の で あ る 。  
 
以 上 、“ 在 ( z à i )” と “ 当 ( d ā n g )” に は 共 通 点 が あ る と は い う
も の の 、“当 ( d ā n g )”は“ 在 ( z à i )”よ り 使 用 上 の 制 限 が あ っ て 、
動 作 主 ・ 主 語 や 文 の 中 の 修 飾 語 に 左 右 さ れ 、 用 い ら れ る こ と
が わ か っ た 。  
 
 
２ ． 場 所 を 表 す “ 当 ( d ā n g )”  
 
① “ 当 … 的 面 ”“ 当 着 … 的 面 ” は ダ レ ダ レ の 前 で 、 あ る 事 柄 も
し く は 動 作 が 行 わ れ る 場 所 ・ 位 置 を 表 す 。  
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5 .  今 天 当 着 大 家 的 面 ， 我 们 把 事 情 说 清 楚 。 (李 2 0 0 3 : 3 6 0 )  
引 用 者 訳 ： 今 日 は み ん な の 前 で 、 私 達 は 物 事 を 明 確 に
話 そ う 。  
 
② “ 当 ( d ā n g )” は 、 常 に 単 音 節 の 名 詞 と の 組 み 合 わ せ の 形 で 現
れ 、 あ る 動 作 が 行 わ れ る 、 よ り 明 確 な 場 所 を 表 す 。  
 
6 .  当 众 指 出 缺 点 。 (相 原 他 2 0 0 4 : 2 6 4 )  
引 用 者 訳 ： み ん な の 前 で 欠 点 を 指 摘 す る 。  
 
前 述 し た よ う に 、 中 国 語 の 介 詞 “ 当 ( d ā n g )” と “ 在 ( z à i )” に は
共 通 点 が あ る 。  
例 え ば 、「 ひ と し き り 買 っ た C D の 話 を し た あ と で 、な ん だ か
会 話 が 途 切 れ て し ま っ た 。 (ロ 7 9）  対 訳 ： 在 聊 完 C D 的 话 题 后 ，
不 知 为 何 ， 两 人 忽 然 沉 默 了 起 来 。 (长 1 0 5 )」 で 、 「 あ と で 」 に お
け る 時 間 を 表 す 「 デ 」 は 中 国 語 の 介 詞 “ 在 ( z à i ) ” と 対 応 し て い
る が 、 こ れ は 、 “ 当 ( d ā n g )” に 置 き 換 え る こ と も 可 能 で あ る 。  
そ の 際 、“ 在 ( z à i )”を 用 い る 場 合 は 、そ の 動 作 の 行 わ れ た「 期
間 」、 つ ま り 「 と き 」 が 重 視 さ れ 、“ 当 ( d ā n g )” を 用 い る 場 合 は 、
そ の 動 作 が 行 わ れ た 「 事 柄 」 つ ま り 、「 こ と 」 が 重 視 さ れ る と 考
え ら れ る 。  
ま た 、 「 わ ざ わ ざ 山 田 の 目 の 前 で 、 厚 い 手 紙 を 千 々 に 引 き 破
い て み せ て 、 そ れ を 捨 て る よ う に 命 じ た 。 (春 2 1 3 )  対 訳 ： 特 地
当 (着 )山 田 的 面 ，把 厚 厚 的 一 封 信 撕 成 无 数 的 碎 片 ，(略 ) (春 1 6 8 )」
に お け る 「 山 田 の 目 の 前 で 」 は 、 中 国 語 の “ 当 (着 )山 田 的 面 ”
と 訳 す こ と も で き れ ば 、“在 山 田 的 面 前 ”に 訳 す こ と も で き る 。  
こ の と き 、 “ 当 (着 )山 田 的 面 ” を 使 う 場 合 は 、 動 作 主 が 意 図
的 で わ ざ と 山 田 に 面 と む か っ て 、 あ る 動 作 を 行 う よ う に 感 じ 取
れ る 。 一 方 、 “ 在 山 田 的 面 前 ” を 使 う 場 合 は 、 た だ 山 田 の 前 で
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あ る 動 作 を 行 う の み で あ り 、 「 わ ざ と 」 と い う 意 図 的 な 意 味 を
感 じ な い 点 に 、 相 違 が 見 ら れ る 。  
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二 ． 時 間 を 表 す 介 詞 の “ 当 ( d ā n g )”   
 
日 本 語 の 時 間 と 場 所 を 表 す 「 デ 」 に 導 か れ る 名 詞 句 は 、 中 国 語 の
“ 当 ( d ā n g )” に 対 応 す る が 、 そ の 場 合 の み な ら ず 、 動 詞 節 の う ち 、
接 続 助 詞 「 と 」「 ば 」「 た ら 」 を 用 い て 、 時 間 の 前 後 に よ り ２ つ の 動
作 が 相 次 い で 行 わ れ る 意 を 表 す「 Ｖ
１
と Ｖ
２
」「Ｖ
１
ば Ｖ
２
」「Ｖ
１
た ら
Ｖ
２
」が 導 く 文 型 や 、「 Ｖ
１
て か ら Ｖ
２
」「 Ｖ
１
た あ と Ｖ
２
」等 の よ う な
文 型 も 、 実 例 の 分 析 の 結 果 、 中 国 語 の “ 当 ( d ā n g )” と 対 応 す る こ と
が あ る こ と が わ か っ た 。  
そ こ で 、 日 本 語 の さ ま ざ ま な 文 型 が ど の よ う に 中 国 語 の “ 当
( d ā n g )” に 対 応 す る か 、 実 例 に 沿 い つ つ 、 あ ら た め て 検 証 を 行 っ て
い き た い 。  
以 下 、 時 間 を 表 す さ ま ざ ま な 文 型 の 違 い ご と に 、 一 つ 一 つ 分 析 し
て い く こ と に す る 。  
 
 
２ .１  「 Ｖ
１
と Ｖ
２
」 の 文  
 
日 本 語 の 接 続 助 詞 「 と 」 は 、 次 の 動 作 （ つ ま り Ｖ
２
） が 、 前 で
述 べ た 動 作 （ つ ま り Ｖ
１
） と 同 時 的 、 も し く は 少 し 時 間 が 経 っ て
起 こ る こ と を 表 す も の で あ る （ 注 ４ ）。  
「 Ｖ
１
と Ｖ
２
」 の 文 型 は 、 中 国 語 の 介 詞 “ 当 ( d ā n g )” の み に 対 応
す る 場 合 も あ れ ば 、“ 当 ( d ā n g )” が 導 く “ 当 … … 的 时 候 ”“ 当 … …
时 ” の よ う な 文 型 に 対 応 す る 場 合 も あ る 。  
 
7 .  気 付 く と 、私 は 雨 の 中 、工 場 の 跡 地 に う ず く ま っ て い た 。
（ い 3 5 7）  
            対 訳 ： 当 我 回 过 神 来 ， 我 站 在 雨 中 ， 伫 立 在 工 厂 的 废 弃  
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地 上 。 （ 现 3 2 0）  
 
8 .  真 二 は 、 ２ フ レ ー ズ 目 を 弾 く と 、 ま た 手 を 休 め て 瀬 名 を
見 た 。 ま る で 、 わ ざ わ ざ 、 ど う ざ ん す ？ と 確 認 し て い る
み た い に 。 （ ロ 4 3）  
対 訳 ： 当 真 二 再 弹 完 第 二 段 落 ， 他 又 看 了 一 下 濑 名 ， 好
像 在 向 他 确 认 「 我 特 地 弹 的 ， 怎 么 样 ？ 」 （ 长 5 9）  
 
9 .  ド ラ マ や 映 画 で 共 演 す る 俳 優 同 士 は 、 特 に ふ た り が 恋 人
同 士 の 役 と も な る と 、 撮 影 の 間 は 本 当 の 恋 愛 感 情 が 起 き
て く る 。 （ ふ 2 2 0）  
対 訳 ： 在 电 影 或 电 电 电 共 同 演 出 的 男 女 演 员 ， 尤 其 是 当
两 人 饰 演 情 侣 的 时 候 ， 便 很 容 易 在 拍 摄 期 间 动 了 真 情 。
（ 两 2 0 8）  
 
1 0 .  隣 の 席 の 女 の 子 に 「 （ 略 ） 」 と 兄 ち ゃ ん が 右 手 を 差 し 出          
す と 、そ の 子 は 真 っ 赤 な 顔 で う つ む い て し ま っ た し 、（略 ）
（ さ 1 2 2）  
対 訳 ： 当 哥 哥 向 坐 在 隔 壁 女 生 问 候 ： 『 （ 略 ） 』 并 伸 出
右 手 时 ，那 个 女 生 满 满 通 红 地 低 下 了 头 ，（ 略 ）（樱 8 7） 
 
1 1 .  ぼ く ら が ち ょ う ど 二 丁 目 の 角 へ 来 る と 、伊 勢 源 と い う 呉    
服 屋 の 前 で そ の 男 に 出 っ く わ し た 。 （ 吾 2 3 4）  
対 訳 2： 当 我 们 来 到 二 道 街 的 街 口 ， 在 一 家 叫 伊 势 源 绸
布 店 的 门 前 时 ， 就 碰 上 了 那 个 人 。 （ 我 1 6 5）  
 
ま た 、下 例 1 2、 1 3 の よ う に“ 每 当 … 时 ”の 形 で 現 れ る 場 合 も あ
る 。 こ の “ 每 当 … 时 ” は 、 「 … す る た び ご と に … 」 「 … す る 時 は
い つ も … 」 の 意 味 を 表 す 。  
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中 国 語 の 訳 文 か ら 見 れ ば 、 日 本 語 の 接 続 助 詞 「 と 」 に は 、 「 …
す る た び ご と に … 」 「 … す る 時 は い つ も … 」 の 意 味 が 含 ま れ る 場
合 も あ る も の と 考 え ら れ る 。  
 
1 2 .  （ 略 ）こ の ニ ュ ー ス が テ レ ビ で 報 道 さ れ る と 、亮 介 は ボ
リ ュ ー ム を 上 げ 、 定 食 屋 で 広 げ た 新 聞 に 続 報 が 載 っ て い
れ ば 、 （ 略 ） （ 東 9）  
対 訳 ： （ 略 ） 每 当 电 视 新 闻 报 导 这 则 消 息 时 ， 亮 介 还 是
会 将 音 量 调 高 ， 并 且 专 心 聆 听 ； 在 餐 厅 摊 开 的 报 纸 上 看
到 相 关 的 后 续 报 导 时 ， （ 略 ） （ 东 1 0）  
 
1 3 .  大 型 ト ラ ッ ク が ス ク ー タ ー の 傍 ら を 抜 き 去 る と 、排 煙 で
目 や 喉 が 痒 く な り 、 赤 信 号 で 停 車 す れ ば 、 ア ス フ ァ ル ト
か ら 立 つ 強 い 熱 気 で 、 顎 の 下 さ え 熱 く な る 。 （ 東 2 8）  
対 訳 ： 每 当 大 型 卡 车 从 自 己 身 边 呼 啸 而 过 时 ， 两 眼 和 喉
咙 便 禁 不 住 发 痒 ； 在 红 灯 前 停 车 时 ， 则 必 须 忍 受 柏 油 路
的 蒸 腾 热 气 ， 有 时 甚 至 觉 得 连 下 巴 都 要 滚 烫 起 来 。 （ 东
3 2）  
 
さ ら に 、 「 Ｖ
１
と Ｖ
２
」 の 文 型 は 、 次 例 1 4、 1 5 の 中 国 語 の 訳 文
か ら 見 る と 、 “ 正 当 ” と も 訳 さ れ る 。  
す な わ ち 、こ の 場 合 の「 Ｖ
１
と Ｖ
２
」に は 、「 ～ た と こ ろ で 」「 ち
ょ う ど ～ て い る と き 」 と い う 意 味 も あ る も の と 考 え ら れ る 。“ 当
( d ā n g )” の 前 に 時 間 副 詞 の “ 正 ” が 付 加 さ れ る 場 合 は 、 そ の 事 柄
が ま さ に 進 行 し て い る 最 中 で あ る こ と が 強 調 さ れ る 。  
 
1 4 .  と こ ろ が 、ゆ き 子 が 情 報 誌 と 首 っ ぴ き で 探 し た レ ス ト ラ
ン の テ ー ブ ル に つ く と 、 菊 雄 は 「 や ば い よ 」 と 小 声 で 言
っ た 。 「 フ ル コ ー ス 三 万 円 だ ぞ 。 三 人 で 九 万 円 じ ゃ な い
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か 」 （ 妹 1 3）  
対 訳 ： 然 而 ， 正 当 他 们 在 雪 子 锲 而 不 舍 从 情 报 杂 志 上 找
到 的 一 家 餐 厅 内 坐 定 时 ， 菊 雄 小 声 地 对 她 说 ： 「 遭 了 ！
套 餐 一 个 人 要 三 万 呀 ！ 那 三 个 人 不 就 要 九 万 吗 ？ 」 （ 东
1 0）  
 
1 5 .  桃 子 が 妙 に 静 か に し て い る の で ふ と 見 る と 、自 分 の 指 で
耳 栓 を し て い る 。 （ ロ 1 7 4）  
対 訳 ： 正 当 桃 子 对 异 常 的 安 静 感 到 奇 怪 时 ， 才 发 现 自 己
用 手 塞 着 耳 朵 。 （ 长 2 3 1）  
 
 
２ .２  「 ば 」 「 た ら 」 「 て か ら 」 動 詞 の 中 止 形 「 Ｖ て 」 「 Ｖ 、 」
接 続 助 詞 「 な り 」  
 
日 本 語 の「 Ｖ
１
と Ｖ
２
」と い う 文 型 は 、実 例 の 収 集・分 析 の 結 果 、
中 国 語 の 介 詞 “ 当 ( d ā n g )” に 対 応 す る ば か り で な く 、「 Ｖ
１
ば Ｖ
２
」
「 Ｖ
１
た ら Ｖ
２
」「Ｖ
１
て か ら Ｖ
２
」や 、動 詞 の 中 止 形「 Ｖ て 」「Ｖ 、」、
さ ら に は 、 接 続 助 詞 の 「 な り 」 に も 対 応 す る こ と を 見 出 し た 。  
ま た 、 接 続 助 詞 「 ば 」 に つ い て は 、『 日 本 語 教 育 事 典 』
( 1 9 8 2 : 3 9 9 - 4 0 0 )に よ れ ば 、  
 
（ １ ） 未 成 立 の 事 柄 を 成 立 し た と 仮 定 す れ ば 、 後 で 述 べ る 事
柄 が そ こ か ら の 順 当 な 展 開 と し て 成 り 立 つ こ と を 示 す 。  
 
（ ２ ） 後 で 述 べ る 事 柄 は 、 前 に 述 べ た 事 柄 が 成 立 す る と こ ろ
で は 、 常 に 成 立 す る こ と を 表 す 。  
 
（ ３ ）既 成 立・未 成 立 の 前 件 が 、き っ か け や 理 由 な ど と し て 、
 - 39 -
後 件 成 立 の 条 件 に な っ て い る こ と を 示 し て い る 。  
 
（ ４ ） 後 で 述 べ る 事 柄 が 前 に 述 べ た 事 柄 と 並 列 ・ 共 存 す る こ
と を 示 す 。  
 
（ ５ ） 後 で 述 べ る 事 柄 の 前 置 き と し て 述 べ る 。  
 
と ５ つ の 用 法 が 示 さ れ て い る 。  
「 ば 」は 常 に 仮 定 の 意 味 が あ り 、も し 、仮 定 の 用 法 だ と す れ ば 、
中 国 語 の“ 如 果 …（ 的 话 ）”“要 是 …（ 的 话 ）”に 訳 さ れ る 。し か し 、
下 例 の 中 国 語 の 訳 文 に お い て 、“ 当 你 借 钱 给 别 人 时 ”と 訳 さ れ て い
る の は 、話 し 手 が 仮 定 の 意 味 よ り 、「今 は … あ と に な っ た ら … 」と
い う 気 持 ち を 強 調 し て い る と 訳 者 が 考 え た た め と 解 さ れ る 。  
こ の 場 合 、“ 当 ( d ā n g )” を 用 い る と 、時 間 性 が 重 ん じ ら れ る の で
あ る 。 つ ま り 、 前 述 し た （ １ ） ～ （ ５ ） の 用 法 の な か で の （ ２ ）
（ ３ ）（ ４ ） に 当 て は ま る も の と 言 え よ う 。  
 
1 6 .  他 人 に 金 を 貸 せ ば 、そ の と き は 感 謝 さ れ る が 、借 り た 側
は 負 担 に 感 じ て 、 あ と で 疎 遠 に な る 。 （ 文 2 7 8）  
対 訳 ： 当 你 借 钱 给 别 人 时 ， 当 下 会 获 得 对 方 的 感 谢 ， 但
借 钱 的 那 一 方 ， 容 易 因 为 心 有 负 担 而 日 渐 疏 远 ， （ 略 ）
（ 文
上
2 5 5）  
 
日 本 語 の 接 続 助 詞 「 た ら 」 は 、 次 の 起 こ る 動 作 （ Ｖ
２
） が 前 に
起 こ る 動 作 （ Ｖ
１
） と 同 時 的 な い し 継 起 的 な 関 係 に あ る こ と を 示
す （ 注 ５ ） 。  
こ の 場 合 の「 た ら 」も 、中 国 語 の 介 詞“ 当 ( d ā n g )”に 対 応 す る 。  
  
1 7 .  台 所 で ゴ ソ ゴ ソ 音 が す る と 思 っ た ら 、兄 貴 が 、御 飯 を か
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き 込 ん で い る 。 （ ふ 3 1）  
対 訳 ： 当 我 听 到 厨 房 有 轻 微 的 奇 怪 声 音 ， 跑 过 去 一 看 ，
原 来 是 哥 哥 在 扒 饭 。 （ 两 2 1）  
 
ま た 、 下 例 の 「 目 が さ め 、 」 の よ う に 、 連 用 形 で 文 を い っ た ん
打 ち 切 り 、さ ら に 新 し い 情 報 を 展 開 さ せ て い く よ う な 場 合（ 注 ６ ）
や 、 同 じ 連 用 形 の 「 テ 形 （ t e - f o r m ） 」 の よ う な 場 合 （ 注 ７ ） は 、
形 も 注 目 さ れ る 焦 点 も は っ き り と 異 な る に も 関 わ ら ず 、 と も に 中
国 語 の 介 詞 “ 当 ( d ā n g )” に 対 応 す る こ と が 、 実 例 に よ り 明 ら か で
あ る 。  
 
1 8 .  夜 明 け 前 に 目 が さ め 、 王 次 回 が 『 疑 雨 集 』 の な か で 「 薬
餌 無 徴 怪 夢 頻 」（薬 も 効 か な く て お か し な 夢 ば か り 見 る ）
と 書 い て い る の を 思 い 出 し て 「 痛 切 で あ る 」 と 述 べ て い
る 。 （ 文 3 2 3）  
対 訳 ： 当 他 在 天 亮 前 起 床 ， 回 想 起 王 次 回 在 《 移 雨 集 》
中 所 写「 药 饵 无 征 怪 梦 频 」（ 药 物 没 效 ，频 做 奇 怪 的 梦 ）
时 不 禁 觉 得 「 深 有 同 感 」 。 （ 文
下
2 8 7）  
 
1 9 .  腹 の 内 で は 当 人 ど う し と い う 言 葉 を 聞 い て 、ど う い う わ
け か わ か ら ん が 、 ち ょ っ と 心 を 動 か し た の で あ る 。 （ 吾
1 5 7）  
対 訳 2  ：(略 )当 他 听 到 “ 当 事 人 双 方 ” 这 句 话 时 ，不 知
为 什 么 ， 他 的 心 灵 却 受 到 震 动 ， (略 )（ 我 1 0 9）  
 
2 0 .  雑 誌「 文 學 界 」の 出 張 校 正 で 共 同 印 刷 へ 行 き 、工 場 か ら
出 さ れ た ト ン カ ツ を 食 べ て 「 こ ん な ま ず い ト ン カ ツ を 作
る に は 相 当 の 技 術 が い る ね 」と 河 上 徹 太 郎 に 言 っ た 。（ 文
3 9 6）  
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対 訳 ： 他 曾 经 担 任 《 文 学 界 》 杂 志 的 派 遣 校 正 前 往 印 刷
厂 ， 当 他 吃 了 印 刷 厂 提 供 的 炸 猪 排 时 ， 他 对 河 上 彻 太 郎
说 ：「 要 炸 出 这 么 难 吃 的 猪 排 ，也 必 须 有 相 当 的 技 术 。」
（ 文
下
3 5 3）  
 
日 本 語 の 接 続 助 詞「 な り 」は 、前 の 動 作（ Ｖ
１
）が 行 わ れ る と 、
す ぐ に 次 の 動 作 （ Ｖ
２
） が 行 わ れ る こ と を 示 す も の で あ る 。  
こ の 場 合 の 「 な り 」 は 、 中 国 語 の 介 詞 “ 当 ( d ā n g )” に 対 応 す る
こ と も あ る 。  
 
2 1 .  半 年 ぶ り で 見 る 父 母 の 姿 が そ こ に あ っ た 。母 は 目 が 合 う
な り 、 手 巾 で 口 も と を 覆 う た 。 （ 奔 4 2 9）  
対 訳 ： 半 年 不 曾 见 见 的 父 母 正 在 那 里 。 当 母 亲 和 阿 勋 的
视 线 相 遇 时 ，她 用 毛 巾 捂 住 了 嘴 ，象 是 在 抑 制 着 呜 咽 。（奔
3 4 2）  
 
 
２ .３  「 度 （ た び ） に 」  
 
日 本 語 の 「 ～ 度 （ た び ） に 」 と い う 文 型 は 、 中 国 語 の “ 每 当 …
（ 的 时 候 ）”に 対 応 す る の が 普 通 だ が 、「 Ｖ
１
と Ｖ
２
」の 文 型 も“ 每
当 … 时 ” に 対 応 す る 場 合 が あ る こ と が 実 例 か ら 明 か と な っ て い る
（ 例 1 2、 1 3 参 照 ） 。  
 
2 2 .  そ れ か あ ら ぬ か 鋏 の 音 が し て 茎 が 切 ら れ る た び に 、私 は
血 の し た た り を 見 る よ う な 気 が し た の で あ る 。（ 金 閣 寺 ） 
対 訳 ： 不 知 是 否 是 这 种 缘 故 ， 每 当 随 剪 声 断 掉 一 株 花 茎
时 我 好 象 看 到 花 茎 在 滴 血 。（ 金 阁 寺 ）  
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2 3 .  そ の 後 私 は 奥 さ ん の 顔 を 見 る た び に 気 に な っ た 。（ こ こ
ろ ）  
対 訳 ： 以 后 ， 我 每 当 见 到 夫 人 都 很 担 心 。（ 心 （ 1））  
 
2 4 .  画 面 で 映 像 の 色 合 い が 変 わ る た び に 、そ の 頬 が 青 く 、赤
く 、 染 め ら れ る 。 （ 東 1 7 7）  
対 訳 ： （ 略 ） 每 当 荧 幕 上 的 画 面 转 换 时 ， 凉 子 的 脸 庞 也
一 阵 青 一 阵 红 地 随 之 染 上 一 层 色 彩 。 （ 东 1 9 6）  
 
「 ～ て か ら 」 は 、 前 件 の 意 味 す る 物 事 が 完 了 し 、 後 件 が 続 く こ
と を 表 す も の で 、 そ こ に 場 面 の 連 続 性 が あ り 、 前 件 を 手 順 と し て
後 件 の 実 現 に 至 る 様 子 を 表 し て い る （ 注 ８ ） 。  
し か し 、こ の 場 合 、対 応 す る 中 国 語 の“ 当 ( d ā n g )”は 、た だ「 ～
の 時 」の み を 表 し て い て 、日 本 語 の「 ～ て か ら 」の「 完 了 」や「 実
現 」 の 意 味 が 表 れ て い な い 。  
 
2 5 .  彼 は 飯 沼 の 、む か し 世 話 に な っ た 官 吏 だ と い う 紹 介 を き
い て か ら 、本 多 の 目 を じ っ と そ の 獅 子 の 眼 で 覗 き 込 ん で 、
こ う 言 っ た 。 （ 奔 2 8 6）  
対 訳 ： 当 饭 沼 介 绍 本 多 是 一 位 曾 关 照 过 自 己 的 官 吏 时 ，
海 堂 便 用 他 那 双 狮 子 眼 紧 盯 着 本 多 的 眼 睛 ，说 道 ：（略 ）
（ 奔 2 3 6）  
 
 
２ .４  「 ～ あ と （ で ）」  
 
日 本 語 の 「 ～ あ と （ で ）」 は 、「 ～ て か ら 」 と 同 様 に 、 事 柄 の 起
こ る 時 点 の 前 後 関 係 を 表 す も の で あ る 。  
た だ し 、「 ～ あ と（ で ）」と「 ～ て か ら 」で 異 な る 点 は 、「 ～ て か
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ら 」 が 、 前 述 し た よ う に 、 前 件 ・ 後 件 ２ つ の 場 面 に 強 い 連 続 性 が
あ る の に 対 し 、「 ～ た あ と （ で ）」 は 、 前 件 に 提 示 さ れ た 場 面 全 体
が 完 結 し 、 後 件 に よ っ て 次 の 場 面 が 新 た に 展 示 さ れ る こ と を 表 し
て い て 、 前 件 と 後 件 と の 間 に 途 切 れ が あ り 、 ２ つ の 独 立 し た 場 面
の 前 後 関 係 の み を 表 し て い る こ と で あ る （ 注 ９ ）。  
「 ～ あ と （ で ）」 は 、 中 国 語 の 介 詞 “ 当 ( d ā n g )” が 導 く “ 当 ～ 之
后 ” に 対 応 す る 。 ま た 、 こ の 場 合 の “ 当 ( d ā n g )” は 、“ 在 ” に 置 き
換 え ら れ る 。 す な わ ち 、“ 在 … 之 后 ” で も 表 す こ と が で き る 。  
例 2 6 と 2 7 の 訳 文 中 で は 、 場 所 の “在 ”が す で に 現 れ て い る た め
（“ 在 JR 的 剪 票 口 道 别 之 后 ”の“ 在 ”は 場 所 を 表 す“ 在 ”で あ る ）、
“ 在 ( z à i )  ”を 重 複 し て 用 い る こ と を 避 け て 、“ 在 ( z à i )  ”の 代 り に
“ 当 ( d ā n g )” が 現 れ た も の と 考 え ら れ る 。例 2 8 の“ 当 ( d ā n g )”は 、
例 2 9 の よ う に 、“ 在 ( z à i )  ” に 換 え る こ と が 可 能 で あ る 。  
 
2 6 .  （ 略 ）終 点 の 新 橋 駅 で ゆ り か も め を 降 り て 、Ｊ Ｒ の 改 札
で 佳 乃 と 別 れ た あ と 、 ひ と り 山 手 線 の ホ ー ム に 立 っ て い
る と 、 （ 略 ） （ 東 1 2 3）  
対 訳 ： （ 略 ） 当 两 人 在 终 点 新 桥 站 下 车 ， 在 JR 的 剪 票
口 道 别 之 后 ， 美 绪 一 个 人 站 在 山 手 线 的 月 台 上 ， （ 略 ）
（ 东 1 3 8）  
 
2 7 .  日 の 出 の 断 崖 の 上 で 、昇 る 日 輪 を 拝 し な が ら 、… … か が
や く 海 を 見 下 ろ し な が ら 、 け だ か い 松 の 樹 の 根 方 で 自 刃
す る こ と 。 し か し 、 東 京 市 内 の 蜂 起 の あ と で 、 そ の よ う
な 理 想 的 な 海 辺 へ 達 す る こ と は む ず か し い 。 （ 奔 3 1 5）  
対 訳 ： 在 旭 日 初 升 的 断 崖 下 ， 向 那 轮 冉 冉 升 起 的 红 日 竭
诚 叩 拜 … … 俯 瞰 着 闪 烁 光 亮 的 大 海 ， 在 高 洁 的 松 树 的 树
根 上 自 刃 。 不 过 ， 当 在 东 京 市 内 举 事 之 后 ， 很 难 赶 到 这
种 理 想 的 海 边 。 （ 奔 2 5 8）  
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2 8 .  そ の 代 り 、私 共 も 、か れ ら の 肉 体 を 破 壊 し た あ と で 、た
だ ち に い さ ぎ よ く 腹 を 切 っ て 、 死 な な け れ ば 間 に 合 わ な
い 。 な ぜ な ら 、 一 刻 も 早 く 肉 体 を 捨 て な け れ ば 、 魂 の 、
天 へ の 火 急 の お 使 い の 任 務 が 果 せ ぬ か ら で す 。（ 奔 4 7 3） 
対 訳 ： 但 是 ， 当 我 们 破 坏 了 他 们 的 肉 体 后 ， 假 如 不 能 立
即 果 敢 地 切 腹 而 死 ， 不 能 尽 快 抛 弃 肉 体 ， 就 不 能 完 成 灵
魂 升 天 这 个 十 万 火 急 的 使 命 。 （ 奔 3 7 4）  
 
2 9 .  ひ と し き り 買 っ た C D の 話 を し た あ と で 、 な ん だ か 会 話
が 途 切 れ て し ま っ た 。 （ ロ 7 9）  
対 訳 ： 在 聊 完 CD 的 话 题 后 ， 不 知 为 何 ， 两 人 忽 然 沉 默
了 起 来 。 （ 长 1 0 5）  
 
 
２ .５  「 ～ 間 際 に 」「 ～ 間 （ あ い だ ）」「 ～ う ち に 」  
 
事 柄 が 行 わ れ よ う と す る 直 前 ・ 寸 前 を 表 す 「 間 際 に 」 、 何 か が
行 わ れ る 特 定 の 時 点 を 表 す 「 際 （ に ） 」 (注 10 )、 あ る 限 ら れ た 一
続 き の 時 間 を 表 す 「 間 （ あ い だ ） 」 「 ～ て い る 間 」 や 、 時 間 の あ
る 一 定 の 限 度 内 を 表 す 「 う ち に 」 な ど も 、“ 当 ～ 时 ” と 対 応 す る 。 
こ の 場 合 の“ 当 ( d ā n g )”も 、例 29 の よ う に“ 当 ( d ā n g )  を“ 在 ( z à i )”
に 置 き 換 え ら れ る 。ま た 、例 32 の 中 国 語 訳 の よ う に“ 正 当 ～ 的 时
候 ” の 文 型 に も 対 応 す る 。  
“ 正 当 ” は そ の 動 作 が 行 わ れ て い る 真 っ 最 中 と い う 状 態 を 強 調
し 、 “ 当 ( d ā n g ) ” よ り 、 い っ そ う 直 前 で 切 迫 的 な 短 時 間 を 表 す も
の で 、 日 本 語 で は 「 ち ょ う ど … 時 ／ ち ょ う ど … 際 /ち ょ う ど … 頃 」
に 当 た る 副 詞 で あ る 。  
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3 0 .  だ か ら 別 れ る 間 際 に 、せ め て あ の 世 で 一 緒 に な ろ う と 誓
い 合 っ た ん だ 。 （ 世 2 8）  
対 訳 ： 所 以 当 我 们 分 手 时 ， 祈 愿 着 至 少 能 在 另 一 个 世 界
在 一 起 。 （ 在 2 9）  
 
3 1 .  そ こ は 彼 女 の 背 丈 で は 深 す ぎ た の で 、ゴ ー グ ル を つ け る
あ い だ 、 ぼ く が 水 中 で 身 体 を 支 え て い た 。 （ 世 9 2）  
対 訳 ：因 为 站 的 地 方 对 她 而 言 太 深 ，当 她 戴 蛙 镜 的 时 候 ，
我 得 在 水 里 帮 她 撑 着 身 体 。 （ 在 9 2）  
 
3 2 .  ふ た り が キ ッ チ ン で ド タ バ タ や っ て い る 間 、る う と 真 二
は 別 れ 話 を 続 け て い た 。 （ ロ 1 9 9）  
対 訳 ： 正 当 两 人 在 厨 房 里 手 忙 脚 乱 的 时 候 ， 留 与 真 二 则
持 续 着 道 别 的 话 。 （ 长 2 6 3）  
 
3 3 .  強 情 さ え 張 り 通 せ ば 勝 っ た 気 で い る う ち に 、当 人 の 人 物
と し て の 相 場 は は る か に 下 落 し て し ま う 。 （ 吾 3 6 9）  
対 訳 1： 当 他 觉 得 顽 固 到 底 便 算 获 得 胜 利 时 ， 其 人 品 的
市 价 即 告 惨 跌 。 （ 我 3 0 9）  
 
3 4 .  か つ て 警 察 の 調 室 で 訊 問 調 書 を と ら れ た 際 も 、寒 い 日 は
火 鉢 の 火 に 当 る よ う に す す め ら れ 、 腹 の 空 い た 時 は 狐 う
ど ん を と っ て く れ た り し た 。 （ 奔 4 1 6）  
対 訳 ： 在 警 察 审 讯 里 被 讯 问 笔 录 时 ， 寒 冷 的 日 子 会 让 自
己 坐 在 火 盆 边 ， 肚 子 饿 时 则 会 送 来 油 炸 豆 腐 条 加 葱 丝 的
清 汤 面 。 （ 奔 3 2 3）  
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２ .６  範 囲 を 表 す 「 う ち で 」  
 
「 Ｖ ＋ う ち で 」 は 前 述 し た よ う に 、 あ る 一 定 の 時 間 の 限 度 内 を
表 す 。  
そ の ほ か 、一 定 の 数 量 の 範 囲 内 を 表 す 場 合 も あ る が 、こ の 場 合 、
対 応 す る 中 国 語 は 、 介 詞 の “ 当 ( d ā n g )” を 使 わ ず 、“ 在 ( z à i )” が 導
き 、“ 在 … 当 中 ” (注 11） の 文 型 で 表 さ れ る 。  
 
3 5 .  猫 の う ち で こ の 芸 が で き る 者 は お そ ら く 吾 輩 の み で あ
ろ う 。 （ 吾 2 5 7）  
対 訳 １ ： 在 猫 当 中 ， 也 许 只 有 我 这 种 技 艺 。 （ 我 2 2 0）  
対 訳 ２ ： 在 猫 儿 当 中 能 有 这 种 伎 俩 的 ， 恐 怕 只 有 我 一 个
啦 。 （ 我 1 8 4）  
 
3 6 .  お 客 さ ん は 三 人 の う ち で い ち ば ん 普 通 な 容 貌 を 有 し て
い る 。 （ 吾 1 3 8）  
対 訳 2： 来 访 的 客 人 ， 在 主 客 三 人 当 中 最 具 有 一 张 平 平
常 常 的 面 孔 。 （ 我 9 7）  
 
3 7 .  現 に わ た し の お 友 だ ち の う ち で そ の 手 紙 を 見 た 者 が 三
人 あ る ん で す も の 。 （ 吾 4 0 6）  
対 訳 2： 而 且 在 我 的 朋 友 当 中 ， 就 有 三 个 人 看 过 这 封 信
呢 。 （ 我 2 8 9）  
 
ま た 、 範 囲 を 表 す “ 在 … 当 中 ” の “ 在 ( z à i )” が 省 か れ る 場 合 も
あ る 。  
範 囲 を 表 す 「 … う ち で 」 の 中 国 語 訳 は 、 例 3 7 を 用 い て 言 う と 、
“ 在 我 的 朋 友 当 中 ”“在 我 的 朋 友 中 ”“我 的 朋 友 当 中 ”“我 的 朋 友 中 ”
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の 都 合 ４ 種 類 の 表 現 が で き る 。い れ ず も 、「わ た し の お 友 だ ち の う
ち で 」 と い う 意 味 を 表 し 、 私 の 友 だ ち の 範 囲 を 絞 る も の で あ る 。  
 
3 8 .  四 人 の う ち で 最 初 に 動 い た の は 、 瞳 だ っ た 。 （ 妹 1 6 8）  
対 訳 ： 四 个 人 当 中 最 先 展 开 行 动 的 是 小 瞳 ， （ 略 ） （ 东
1 8 3）  
 
範 囲 を 表 す「 う ち で 」の ほ か 、「（ の ）中（ な か ）で 」も 、“ 在
… (当 )中 ”“ 在 … 之 中 ” に 対 応 す る （ 注 12）。  
さ ら に 、 例 4 4「 こ の 冷 た い 破 裂 し そ う な 状 態 の な か で 」 の 「 な
か で 」 は 、 中 国 語 の 訳 文 を 見 れ ば 、 時 間 を 表 す “ 当 … 时 ” に 対 応
し て い る が 、 こ れ は 稀 な 実 例 と 言 え よ う 。 お そ ら く 、 そ の 時 間 の
範 囲 内 で 、 あ る 動 作 が 行 わ れ る と 解 さ れ た も の で あ ろ う 。  
 
3 9 .  静 謐 の 中 で 、瀬 名 は 手 を ふ わ り と 鍵 盤 に 下 ろ し た 。（ ロ
2 7 9）  
対 訳 ： 在 一 阵 静 谧 当 中 ， 濑 名 轻 轻 地 把 手 落 在 琴 键 上 。
（ 长 3 6 8）  
 
4 0 .  普 通 の 生 活 の 中 で 、普 通 に 話 さ れ る 会 話 。し ぐ さ 。思 い
や り 。 部 屋 の 中 に 彼 女 と ふ た り で い る 。 （ ふ 2 2 3）  
対 訳 ：在 普 通 的 日 常 生 活 当 中 ，只 有 平 常 的 对 话 ，动 作 ，
关 怀 。 屋 内 只 有 我 们 俩 。 （ 两 2 1 1）  
 
4 1 .  つ ま し い 生 活 の 中 で 、削 れ る も の は ど ん ど ん 削 る こ と に
し て い る 。 （ い 1 2）  
対 訳 ： 在 拮 据 的 生 活 中 ， 不 必 要 的 开 支 能 省 则 省 。 （ 现
1 3）  
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4 2 .  き ー お く の 中 で 、 ず っ と 二 人 は 生 き て 行 け る 。 （ ロ 6 7） 
対 訳 ： 在 记 忆 当 中 ， 两 个 人 会 永 远 相 知 相 守 。 （ 长 8 9） 
 
4 3 .  「 き ー お く の 中 で 、ず っ と 二 人 は 生 き て い け る 」大 音 量
で が な り た て な が ら 、 千 鳥 足 の 南 は 、 桃 子 に 支 え ら れ な
が ら 、 マ ン シ ョ ン の 階 段 を 上 が っ て い た 。 （ ロ 7 3）  
対 訳 ： 「 在 记 忆 之 中 ， 我 们 俩 一 定 可 以 生 存 下 去 」 桃 子
扶 着 大 声 唱 歌 ， 步 伐 蹣 跚 的 南 ， 爬 上 了 楼 梯 。 （ 长 9 7） 
 
4 4 .  す べ て を そ の あ い ま い な 、美 し い 岸 辺 で 止 め て お い て く
れ 、 と 望 ん で い る そ の 眼 差 。 … … こ の 冷 た い 破 裂 し そ う
な 状 態 の な か で 、友 情 を 取 引 に し た 情 な い 対 峙 に お い て 、
は じ め て 清 顕 は 懇 願 者 に な り 、 本 多 は 審 美 的 な 見 物 人 に
な る 。 （ 春 4 4）  
対 訳 ： 那 目 光 是 在 示 意 ： 希 望 让 一 切 都 停 留 在 朦 胧 的 美
的 岸 边 … … 当 友 谊 濒 临 破 裂 边 缘 的 冷 峻 状 态 时 ， 当 友 情
处 在 讨 价 还 价 的 无 情 对 峙 时 ， 清 显 第 一 次 成 了 恳 求 者 ，
本 多 成 了 审 美 的 欣 赏 者 。 （ 春 4 9）  
 
 
２ .７  時 間 を 表 す 「 と こ ろ で 」 「 と こ ろ を 」 「 と こ ろ に 」  
 
「 Ｖ
１
と こ ろ で Ｖ
２
」は 場 所 を 表 す こ と も で き れ ば 、時 間 を 表 す
こ と も で き る が 、 本 稿 で は 場 所 を 表 す 「 Ｖ
１
と こ ろ で Ｖ
２
」 （ 注
13）に つ い て は 割 愛 し 、時 間 を 表 す「 Ｖ
１
と こ ろ で Ｖ
２
」と 、そ れ
に 加 え て「 Ｖ
１
と こ ろ を Ｖ
２
」「 Ｖ
１
と こ ろ に Ｖ
２
」を も 取 り 上 げ 、
そ れ ら が ど の よ う に 中 国 語 と 対 応 す る の か 、 実 例 に 基 づ き な が ら
検 証 を 行 っ て い く こ と に し た い 。  
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「 Ｖ
１
と こ ろ で Ｖ
２
」は 、前 の 動 作 ・ 変 化 が 終 わ り 、ー 区 切 り が
つ い た 時 点 で 、 後 の 動 作 ・ 変 化 が 起 こ る （ あ る い は 起 こ す ） と い
う 意 味 を 表 す 。  
「 Ｖ
１
と こ ろ を Ｖ
２
」は 、前 後 に 動 詞 を 伴 い 、前 の 動 詞 に よ っ て
表 さ れ て い る 状 況 の 進 展 に 対 し て 、 直 接 的 な 働 き か け を 与 え る よ
う な 動 作 が 後 に 続 く こ と を 表 す 。  
「 Ｖ
１
と こ ろ に Ｖ
２
」 は 、 「 ～ し て い る /～ し た と き に 」 の 意 味
で 、 あ る 段 階 に お け る 情 況 を 変 化 ・ 変 更 さ せ る よ う な 出 来 事 が 起
こ る こ と を 表 す 。  
以 上 の よ う な 、 前 の 動 作 （ Ｖ
１
） の 発 生 後 の 時 点 に お い て 、 後
の 動 作 （ Ｖ
２
） が 継 起 す る 文 型 で あ っ た 場 合 は 、 中 国 語 の “ 当 ～
时 ” の 文 型 に 対 応 す る 。 こ の 場 合 の “ 当 ( d ā n g ) ” も “ 在 ( z à i )” に
置 き 換 え ら れ る （ 例 5 1） 。  
 
4 5 .  こ の「 謬 っ て 仏 奴 と な り 」と い う と こ ろ で 、み ん な は 海
堂 の 顔 を 思 い う か べ て 笑 い 、 「 仏 恨 む こ と を 休 め よ 」 の
件 り で 更 に 笑 っ た 。 （ 奔 3 2 6）  
対 訳 ： 当 他 吟 到 「 谬 作 佛 奴 」 时 ， 大 家 联 想 起 海 堂 的 面
容 ， 不 禁 都 大 笑 起 来 ； 吟 到 「 休 恨 佛 」 时 ， 全 都 笑 得 更
厉 害 了 。 （ 奔 2 6 7）  
 
4 6 .  谷 の 斜 面 を 登 り き っ た と こ ろ で 、彼 は ゲ レ ン デ を 進 ん で
来 る 六 人 の 一 群 を 見 た 。（ 青 春 の 蹉 跌 ）  
対 訳 ： 当 他 登 到 山 谷 的 斜 坡 上 ， 看 见 有 六 个 人 一 起 向 滑
雪 场 走 过 来 。（ 青 春 的 蹉 跌 ）  
 
4 7 .  約 四 キ ロ 半 ぐ ら い 来 た と こ ろ で 、道 ば た の 家 に 寄 っ て 井
戸 水 の 接 待 に あ ず か っ た 。 瓶 に も 詰 め 、 ゆ っ く り と 大 休
止 を し た 。（ 黒 い 雨 ）  
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対 訳 ： 在 大 约 走 了 四 公 里 半 的 时 候 ， 停 下 来 好 好 地 休 息
了 一 会 ， 顺 便 向 路 旁 的 人 家 要 了 些 井 水 喝 ， 还 装 满 了 两
个 瓶 子 。（ 黑 雨 ）  
 
4 8 .  す し め し は 砂 糖 と 酢 で 味 つ け が な さ れ て お り 、小 さ な 長
方 形 に に ぎ っ た と こ ろ で 、 ワ サ ビ を 少 し つ け ま す 。 （ 日
2 8 7）  
対 訳 ： 醋 饭 是 饭 加 醋 ， 糖 等 调 成 的 ， 在 捏 成 小 长 方 形 的
寿 司 时 ， 加 上 少 许 芥 末 。 （ 日 2 8 6）  
 
4 9 .  こ の 日 も 病 院 か ら 帰 っ て き て 、ひ と り リ ビ ン グ で 物 思 い
に 耽 っ て い た と こ ろ に 、 突 然 電 話 の ベ ル が 鳴 り 響 い た の
だ 。 （ 二 2 9 0）  
対 訳 ： 这 一 天 当 她 从 医 院 回 来 ， 独 自 坐 在 客 厅 沉 思 时 ，
突 然 电 话 铃 声 大 作 。 （ 二 2 9 0）  
 
5 0 .  今 度 は 地 面 の 上 へ 寝 た ぎ り 動 か な い か ら 、こ っ ち の 手 で
突 っ つ い て 、 そ の 勢 い で 飛 び 上 が る と こ ろ を ま た お さ え
つ け る 。 （ 吾 2 5 2）  
対 訳 2： 这 次 它 躺 在 地 面 上 一 动 也 不 动 了 。 于 是 我 用 脚
碰 碰 它 ，当 它 想 跳 起 来 时 ，我 马 上 又 将 它 按 住 。（ 我 1 8 0） 
 
5 1 .  ざ ま を 見 ろ 。残 る 一 人 が 一 寸 狼 狽 し た と こ ろ を 、飛 び か
か っ て 、 肩 を 抑 え て 二 三 度 こ づ き 廻 し た ら 、 あ っ け に 取
ら れ て 、 眼 を ぱ ち ぱ ち さ せ た 。（ 坊 ち ゃ ん ）  
対 訳 ： 活 该 ！ 另 一 个 正 在 惊 慌 的 时 候 ， 我 扑 过 去 抓 住 他
的 肩 膀 ， 推 搡 了 两 三 下 。 他 吓 呆 了 ， 直 眨 巴 眼 睛 。（ 哥
儿 （ 3））  
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ま た 、 例 5 2 の よ う に 、 「 Ｖ
１
と こ ろ で Ｖ
２
」 は 、 場 所 と 時 間 と
の 意 味 が 同 時 に 現 れ る 場 合 も あ る 。  
こ の よ う な「 Ｖ
１
と こ ろ で Ｖ
２
」は 、「 桟 橋 が 見 え て き た そ の 場
所 で 、 彼 は た ず ね た 」 と い う 意 味 も あ れ ば 、 「 桟 橋 が 見 え て き た
そ の 時 、 彼 は た ず ね た 」 と い う 意 味 も あ る 。  
 
5 2 .  浅 橋 が 見 え て き た と こ ろ で 、 彼 は た ず ね た 。（ 世 1 9 7）  
 
 
２ .８  「 ～ （ よ ） う と す る ～ 」「 ～ （ よ ） う と し た と き 」  
 
日 本 語 の 「 Ｖ （ よ ） う と す る 」「 Ｖ （ よ ） う と し た と き 」 は 、 中
国 語 の “ 当 … 时 ” に 対 応 す る こ と が 例 文 か ら わ か る 。  
そ の 際 、 例 58～ 60 の よ う に 、 副 詞 の “ 正 要 ” (注 14） と 組 み 合
わ さ れ た 、「 当 ＋ 動 作 主 ／ 主 語 ＋ 正 要 ＋ 動 詞 ＋ 时 」の よ う な 文 型 と
対 応 す る 場 合 も 少 な く な い 。  
 
5 3 .  な お も 話 し 続 け よ う と す る 守 に 、そ れ 以 上 し ゃ べ ら せ ま
い と す る か の よ う に 、 真 理 子 が き っ ぱ り と し た 口 調 で 言
っ た 。 （ 私
上
1 0 2）  
対 訳 ：当 守 还 要 继 续 说 下 去 时 ，真 理 子 立 刻 打 断 他 的 话 。
（ 迟
上
1 2 4）  
 
5 4 .  （ 略 ）母 が 聡 子 の 頬 へ ふ と 目 を と め て 、そ こ を 手 巾 で 拭
お う と し た と き 、 聡 子 が 咄 嗟 に 身 を 退 く と 共 に 、 頬 に つ
い て い た 埃 も た ち ま ち 消 え た 。 （ 略 ） （ 春 1 8 9）  
対 訳 ： 她 突 然 把 视 线 落 在 聪 子 的 脸 上 ， 当 她 用 手 绢 去 揩
拭 尘 埃 时 ， 聪 子 冷 不 防 地 向 后 躲 闪 了 一 下 ， 脸 上 的 尘 埃
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也 同 时 消 失 了 。 （ 春 1 5 1）  
 
5 5 .  重 い 足 ど り で 、千 秋 が 玄 関 を 出 よ う と し た と き 、光 夫 が
歩 み 寄 っ て く る の に 気 づ い た 。 （ 私
下
1 7 7）  
対 訳 ： 当 她 正 要 走 出 医 院 大 门 时 ， 就 看 到 光 夫 急 急 忙 忙
跑 了 过 来 。 （ 迟
下
2 0 1）  
 
5 6 .  し か し 勲 の 足 が 、白 山 前 町 の 人 通 り の 絶 え た 夜 の 小 路 を 、
白 山 神 社 の ほ う へ 曲 ろ う と し た と き 、 追 い 縋 り も せ ず に
同 じ 歩 度 で 踨 け て く る 槙 子 の 白 い シ ョ ー ル を 背 後 に 見 た 。
（ 奔 3 5 5）  
対 訳 ： 可 是 ， 当 阿 勋 走 在 白 山 前 町 那 早 已 不 见 人 影 的 夜
间 小 道 上 ， 正 要 往 白 山 神 社 那 这 湾 去 时 ， 却 看 见 槙 子 披
着 白 色 围 巾 ，正 以 同 样 的 步 伐 不 紧 不 慢 地 跟 在 后 面 。（奔
2 8 9）  
 
5 7 .  （ 略 ） 出 か け よ う と し た と き 、 玄 関 で 物 音 が し た 。（ 二
1 1 0）  
対 訳 ：当 她 们 正 要 准 备 出 门 时 ，玄 关 的 门 被 打 开 来 。（ 二
1 0 8）  
 
 
２ .９  「 頃 （ こ ろ ）」  
 
動 作 が 行 わ れ る 時 、 も し く は 動 作 が 行 わ れ る 時 間 帯 を 表 す 。  
「 ～ Ｖ す る 頃 」「 ～ Ｖ た 頃 」「 ～ Ｖ て い る 頃 」「 ～ Ｖ て い た 頃 」と
い う よ う な 文 型 で 、 中 国 語 の “ 当 ( d ā n g ) … 的 時 候 ” に 対 応 し て い
る 。  
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5 8 .  ま だ ア ク シ ョ ン・ク ラ ブ で エ キ ス ト ラ と し て 働 い て い た
頃 、 二 時 間 ド ラ マ に 登 山 者 A と し て 駆 り 出 さ れ た 。 （ ふ
1 4 4）  
対 訳 ： 当 我 还 在 表 演 训 练 班 充 当 临 时 演 员 的 时 候 ， 曾 在
一 齣 两 小 时 的 单 元 剧 中 饰 演 登 山 者 A。 （ 两 1 3 6）  
 
5 9 .  亮 介 が 品 川 埠 頭 で 働 き 始 め た こ ろ は 、夜 の 十 一 時 を 過 ぎ
る と ほ と ん ど 人 通 り も な く な る よ う な 界 隈 だ っ た の だ が 、
こ こ 最 近 で は 深 夜 ま で 客 引 き の 女 た ち が 寒 空 の 下 に 立 っ
て お り 、 ど こ の 国 と も 分 か ら ぬ 言 葉 で 、 通 り に 賑 や か な
笑 い 声 を 響 か せ て い る 。 （ 東 4 3）  
対 訳 ： 当 亮 介 刚 开 始 在 品 川 码 头 工 作 的 时 候 ， 这 一 带 一
旦 过 了 晚 上 十 一 点 ， 就 几 乎 可 见 试 图 拉 客 的 女 子 站 在 寒
冷 的 冬 夜 里 ，用 着 不 知 道 哪 一 国 的 语 言 高 声 谈 笑 着 。（ 东
5 0）  
 
6 0 .  （ 略 ）僕 が 一 年 生 で 入 っ た 頃 に は 、そ の 仲 の 良 さ で 噂 に
な っ て い た 。 （ さ 1 5 5）  
対 訳 ： （ 略 ） 当 我 就 读 一 年 级 时 ， 所 有 传 闻 都 是 关 于 他
们 的 感 情 有 多 好 。 （ 樱 1 1 1）  
 
6 1 .  部 屋 で ひ と り に な っ た ビ ク ト ル が 、例 の 紙 切 れ を 灰 皿 の
上 で 燃 や し て い る 頃 、 警 視 庁 の 外 事 二 課 で は 佐 伯 が 上 司
の 中 浦 を 相 手 に 経 過 を 報 告 し て い た 。 （ 二 3 8）  
対 訳 ： 当 维 克 特 尔 独 自 在 房 间 内 ， 将 小 纸 条 放 进 烟 灰 缸
里 烧 时 ， 警 視 庁 的 外 事 二 课 办 公 室 里 、 佐 伯 正 向 中 浦 报
告 维 克 特 尔 的 情 况 。 （ 二 3 8）  
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２ .１ ０  「 時 （ と き ） 」  
 
「 V す る 時（ と き ）」「 V た 時（ と き ）」も 、中 国 語 の“ 当 ( d ā n g )”
に 対 応 す る 。  
 
6 2 .  職 人 た ち が 帰 っ て か ら 二 人 き り の 夕 食 の 膳 に 向 き あ っ
た 時 、 喜 助 は 心 配 げ に き い た 。 (越 前 竹 人 形 )  
対 訳 ： 在 工 匠 们 回 家 以 后 ， 当 屋 里 只 有 他 俩 面 对 面 吃 晚
饭 时 ， 喜 助 不 放 心 地 问 玉 枝 ，（ 略 ） (越 前 竹 偶 )  
 
6 3 .  し か し ､八 千 代 が 梶 の 娘 だ と 知 っ た 時 、 何 も か も が ら が
ら と 崩 れ て し ま っ た の だ ｡（ あ し た 来 る 人 ）  
対 訳 ： 然 而 ， 当 知 道 八 千 代 是 梶 大 助 女 儿 的 时 候 ， 便 一
切 都 土 崩 瓦 解 了 。（ 情 系 明 天 ）  
 
6 4 .  は じ め て 丑 松 が 親 の 膝 下 を 離 れ る 時 、父 は 一 人 息 子 の 前
途 を 深 く 案 じ る と い う 風 で 、 さ ま ざ ま な 物 語 を し て 聞 か
せ た の で あ っ た 。 (破 戒 )  
対 訳 ： 当 丑 松 初 离 双 亲 膝 下 的 时 候 ， 父 亲 对 这 个 独 生 儿
子 的 前 途 十 分 关 切 ， 给 他 讲 述 了 很 多 故 事 。（ 破 戒 ）  
 
 
２ .１ １  「 そ の と き ／ こ の と き ／ あ の と き 」  
 
日 本 語 の 「 そ の と き ／ こ の と き ／ あ の と き 」「 そ の こ ろ 」「 そ の
夜 」「 そ の 年 」の よ う な 、指 示 代 名 詞 ＋ 時 間 を 表 す 名 詞（ と き ・ こ
ろ ・ 夜 ・ 年 な ど ） の 場 合 、 対 応 す る 中 国 語 は 、 そ れ ぞ れ “ 当 时 ”
“ 当 晚 ”“当 年 ”の よ う な 表 現 と な り 、熟 語 化 さ れ る こ と が 実 例 か
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ら 多 く 見 出 さ れ る 。  
 
6 5 .  な ぜ か 恵 は 、昼 間 、雨 宿 り で 隣 あ わ せ た 男 の 体 の ぬ く も
り と 、そ の と き 感 じ た “と き め き ”を 思 い 出 し て い た 。（ひ
1 9）  
対 訳 ： 不 知 道 为 什 么 ， 惠 在 这 时 候 又 想 起 白 天 在 屋 檐 下
躲 雨 时 ， 从 那 男 人 身 上 传 来 的 阵 阵 体 温 ， 以 及 当 时 心 跳
不 已 的 感 觉 。 （ 夏 1 5）  
 
6 6 .  片 桐 が 、遠 く を 見 る よ う な 目 で つ ぶ や い た 。「あ の と き 、
俺 、 ア ル バ イ ト で 別 の 病 院 に 当 直 や り に 行 っ て た ん だ 。
（ 私
上
2 3 8）  
対 訳 ： 片 桐 的 眼 光 飘 向 远 方 ， 喃 喃 自 语 着 ： 「 当 时 我 还
在 别 的 医 院 打 工 ， 所 以 去 那 里 值 班 了 。 」 （ 迟
上
2 8 2）  
 
6 7 .  副 主 任 罗 荣 桓 ，宣 传 部 长 邓 小 平 都 参 加 了 。当 时 ，决 定 梁
必 业 到 宣 传 队 当 队 长 。（ 我 的 父 亲 邓 小 平 ）  
対 訳 ： (略 )副 主 任 羅 栄 桓 、 宣 伝 部 長 鄧 小 平 も 一 緒 だ っ
た 。 こ の と き 、 梁 必 業 を 宣 伝 隊 隊 長 に す る こ と が 決 ま
っ た 。（ わ が 父 ・ 鄧 小 平 ( 2 )）  
 
6 8 .  そ の こ ろ 、私 は 万 年 筆 を 持 っ て い な か っ た か ら 、ペ ン シ
ル と 、 紙 の 悪 い 手 帳 を 買 い 、 家 や 、 社 で 暇 々 に 草 稿 を 書
き は じ め た 。（ ひ と り っ 子 の 上 手 な 育 て 方 ）  
対 訳 ： 当 时 ， 我 没 有 钢 笔 ， 就 买 了 一 支 铅 笔 和 一 本 粗 糙
的 练 习 本 。不 论 在 家 还 是 在 公 司 里 ，只 要 有 空 就 写 。(独
生 子 女 优 育 法 ) 
 
6 9 .  そ の 夜 、片 桐 は 、重 村 教 授 と と も に 、高 級 料 亭 の 中 庭 を
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の ぞ む 離 れ の 一 室 で 、 製 薬 会 社 シ ョ ウ エ イ の 接 待 を 受 け
て い た 。 （ 私
上
1 3 5）  
対 訳 ： 当 晚 ， 片 桐 和 重 村 教 授 坐 在 一 家 高 级 日 本 料 理 店
的 包 厢 里 ， 接 受 昭 荣 制 药 厂 的 招 待 。 （ 迟
上
1 6 6）  
 
7 0 .  そ の 年 の 八 月 、私 は「 円 空 仏 」の 取 材 で 檀 氏 に 津 軽 と 北
海 道 の 旅 を 依 頼 し た 。 （ 文 4 9 1）  
対 訳 ： （ 略 ） 当 年 八 月 我 因 为 要 采 访 「 元 空 佛 」 ， 所 以  
拜 托 他 和 我 一 起 前 往 津 轻 和 北 海 道 ， （ 略 ） （ 文
下
4 4 0） 
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三 ． 出 来 事 が 起 き た 場 所 を 表 す “ 当 ( d ā n g )”  
 
場 所 を 表 す 場 合 は 、“ 在 ( z à i )”を 用 い る こ と も で き れ ば 、“当 ( d ā n g )”
を 用 い る こ と も で き る 。 た だ し 、 そ の 用 法 に は 異 な る 部 分 が あ る 。  
 
 
３ .１  「 目 の 前 で 」「 ～ の 前 」「 ～ の 目 の 前 」  
 
例 7 2、 7 3 の よ う に 、 「 目 の 前 で 」 は “ 在 眼 前 ” と 表 現 さ れ る 。 
し か し 、 「 ダ レ ダ レ の 前 で 」 あ る い は 「 ダ レ ダ レ の 目 の 前 で 」
の 場 合 は 、“在 … 面 前 ”と い う 文 型 に 対 応 さ せ る こ と も で き れ ば 、
介 詞 の “ 当 ( d ā n g )” が 導 く 文 型 の “ 当 （ 着 ） … 的 面 （ 「 面 と む か
っ て … す る ／ … の 前 で … す る 」 意 ） ” に 対 応 さ せ る こ と も 可 能 で
あ る 。  
 
7 1 .  こ れ ほ ど 遍 満 し た 海 、こ れ ほ ど 力 に あ ふ れ た 海 が 、す ぐ
目 の 前 で お わ る の だ 。 （ 春 2 7 1）  
対 訳 ： 如 此 一 片 茫 茫 的 大 海 ， 如 此 充 满 活 力 的 大 海 ， 就
将 在 眼 前 结 束 了 。 （ 春 2 0 9）  
 
7 2 .  （ 略 ） 海 は す ぐ そ の 目 の 前 で 終 る 。 （ 春 2 7 2）  
対 訳 ： （ 略 ） 大 海 就 将 在 眼 前 结 束 。 （ 春 2 0 9）  
 
7 3 .  み ん な の 前 で と は 言 わ な い 。誰 か の 前 だ け で い い ん で す 。
（ ロ 2 1 8）  
対 訳 ：不 需 要 在 大 家 面 前 ，只 要 在 某 个 人 面 前 就 好 。（长
2 8 8）  
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7 4 .  三 上 は 、恵 の 目 の 前 で 二 重 風 船 の 口 を 縛 っ て 見 せ た 。（ひ
4 7）  
対 訳 ： 三 上 在 惠 的 面 前 ， 示 范 了 两 层 气 球 的 绑 法 。 （ 夏
4 7）  
 
7 5 .  胃 が ビ チ ビ チ と 痛 み 、 彼 ら の 目 の 前 で 吐 い た 。 （ 土 4 8） 
対 訳 ： 我 感 到 胃 一 阵 刺 痛 ， 于 是 在 他 们 面 前 吐 了 出 来 。
（ 泥 4 9）  
 
7 6 .  原 則 と し て は 、シ リ ア ス な 話 題 を み ん な の 前 で 話 す こ と
は で き な い 。 （ ど 6 0）  
対 訳 ： 原 则 上 来 说 ， 严 肃 地 话 题 没 办 法 当 着 众 人 的 面 讲
出 来 。 （ 到 5 8）  
 
7 7 .  （ 略 ）わ ざ わ ざ 山 田 の 目 の 前 で 、厚 い 手 紙 を 千 々 に 引 き
破 い て み せ て 、 そ れ を 捨 て る よ う に 命 じ た 。 （ 春 2 1 3）  
対 訳 ： （ 略 ） 特 地 当 着 山 田 的 面 ， 把 厚 厚 的 一 封 信 撕 成
无 数 的 碎 片 ， （ 略 ） （ 春 1 6 8）  
 
7 8 .  し か も 、軽 薄 で 、女 た ら し で 、あ た し の 目 の 前 で 友 達 を
く ど い ち ゃ う よ う な 超 サ イ テ ー な 男 だ っ た 。 （ ひ 3 1）  
対 訳 ： 而 且 还 一 副 轻 浮 的 样 子 ， 当 着 我 的 面 追 求 我 的 朋
友 ， 真 是 差 劲 极 点 的 臭 男 人 。 （ 夏 2 9）  
 
 
た だ し 、 “ 在 … 面 前 ” と “ 当 （ 着 ） … 的 面 ” の 用 法 で は 、 多 少
異 な る 部 分 が あ る 。  
両 者 の 差 異 を 、 次 頁 の 【 表 ２ 】 に よ っ て 示 そ う 。  
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【 表 ２ 】  
実  例  当 (着 )… 的 面 V  在 … (的 )面 前 V  
彼 ら の 目 の 前
で 吐 く  
当 (着 )他 们 的 面 吐  在 他 们 面 前 吐  
＊
当 (着 )他 们 的 面 前 吐  ＊ 在 他 面 吐  
あ た し の 目 の
前 で 友 達 を く
ど い ち ゃ う  
当 (着 )我 的 面 追 求 我 的 朋 友 在 我 的 面 前 追 求 我 的 朋
友  
＊
当(着)我的面前追求我的朋友 ＊ 在 我 的 面 追 求 我 的 朋
友
 
 
つ ま り 、 “ 当 ( d ā n g ) ” は 後 ろ に 名 詞 の み 置 か れ 、 場 所 や 方 向 を
表 す 方 位 詞 は 置 け な い 。 一 方 、 “ 在 ( z à i )” は 後 ろ に 場 所 や 方 向 を
表 す 方 位 詞 し か 置 け ず 、一 般 の 名 詞 は 置 け な い の で あ る（ 注 15）。  
ま た 、“ 当 ( d ā n g )” は 、 少 数 の 単 音 節 名 詞 と 組 み 合 わ さ れ る 以 外
は 、場 所 を 示 す 場 合 、常 に“ 当 众 ”“ 当 场 ”な ど の よ う な 慣 用 語 的
な 言 い 回 し で 表 現 さ れ る 。  
 
7 9 .  当 众 声 明 。（ 中 日 辞 典 1 9 9 2 : 2 8 3）  
対 訳 ： み ん な の 前 で 言 明 す る 。  
 
8 0 .  当 众 表 演 。（ 中 日 辞 典 1 9 9 2 : 2 8 5）  
対 訳 ： み ん な の 前 で 芸 を や る 。  
 
 
３ .２  「 こ の 場 」「 そ の 場 」「 あ の 場 」  
 
日 本 語 の 「 こ の 場 で 」 「 そ の 場 で 」 「 あ の 場 で 」 は 、 い ず れ も
中 国 語 の “ 在 当 场 ” に 対 応 す る 。  
ま た 、 “ 当 场 ” と い う 言 葉 自 体 で 場 所 を 表 す こ と が で き 、 特 段
強 調 し な い 限 り 、 “ 在 ( z à i )” は 省 略 さ れ る こ と も し ば し ば あ る 。  
 
8 1 .  蜘 蛛 は そ う 言 い 終 わ る と 、く る く る と そ の 場 で 回 転 し 始
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め た 。 （ 土 1 3 5）  
対 訳 ：蜘 蛛 说 完 这 一 番 话 之 后 ，便 在 当 场 开 始 旋 转 起 来 。
（ 泥 1 3 4）  
 
8 2 .  面 接 に 行 く と 、そ の 場 で 出 演 が 決 ま っ た 。ど ん な 役 な の
か は あ と で 知 ら せ る と い う 。 （ ふ 1 2 8）  
対 訳 ： 我 一 去 面 试 ， 当 场 就 决 定 可 以 参 加 演 出 ， 至 于 角
色 则 另 行 通 知 。 （ 两 1 1 9）  
 
8 3 .  （ 略 ）范 と い う 中 国 人 の 奇 術 師 が 演 芸 中 に 出 刃 庖 丁 ほ ど
の ナ イ フ で 妻 の 頚 動 脈 を 切 断 し 、 妻 は そ の 場 で 死 ん で し
ま っ た と こ ろ か ら 始 る 。 （ 文 1 9 5）  
対 訳 ： （ 略 ） 中 国 人 魔 术 师 范 氏 在 演 出 中 ， 用 菜 刀 切 断
妻 子 的 颈 动 脉 ， 妻 子 当 场 死 亡 ， （ 略 ） （ 文
上
1 6 5）  
 
8 4 .  し か し 、先 生 の 説 明 は 説 得 力 あ り ま す よ 。僕 な ら 、そ の
場 で 入 院 し ち ゃ う け ど な 。 （ 私
上
6 4）  
対 訳 ： 不 过 您 实 在 很 有 说 服 力 ， 如 果 我 是 他 ， 一 定 当 场
就 住 院 了 。 （ 迟
上
7 6）  
 
8 5 .  そ れ か ら 十 二 月 三 日 土 曜 日 決 行 に 異 議 の あ る 者 は 、す ぐ
こ の 場 で 言 っ て も ら い た い 。 （ 奔 3 1 2）  
対 訳 ： … … 另 外 ， 对 在 十 二 月 三 日 ， 也 就 是 星 期 五 这 天
行 动 有 异 议 的 人 ， 请 当 场 提 出 来 。 （ 奔 2 5 6）  
 
ま た 、 「 そ の 場 で 」 「 あ の 場 で 」 な ど は 、 中 国 語 で は 場 所 を 表
し て は お ら ず 、 時 間 を 表 す こ と が 以 下 の 実 例 か ら 明 ら か で あ る 。  
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す な わ ち 、中 国 語 の 訳 文 か ら 見 れ ば 、日 本 語 の「 そ の 場 で 」「あ
の 場 で 」に は 場 所 だ け で な く 、時 間 の 意 味 が 潜 在 し て い る（ 例 8 6、
8 7） と 言 え よ う 。  
 
8 6 .  た だ 、 そ の 場 で ス ト ッ キ ン グ を 脱 ぐ わ け に も い か ず 、
（ 略 ） （ 東 2 5 1）  
対 訳 ： 不 见 ， 现 在 这 时 候 并 不 方 便 将 丝 袜 脱 下 ， （ 略 ）
（ 东 2 7 6）  
 
8 7 .  あ の 場 で 、も し あ の 金 が な か っ た ら 、話 は き っ と こ じ れ
て た だ ろ う な 。 （ 青 2 0 2）  
対 訳 ： 当 时 如 果 没 有 钱 的 话 ， 一 定 会 弄 僵 的 。（ 青 1 1 9） 
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お わ り に  
 
 以 上 、 詳 細 に 実 例 を 検 討 し て き た 、 日 本 語 か ら 見 た 中 国 語 の 介 詞
“ 当 ( d ā n g )” の 諸 相 に つ い て は 、 次 頁 以 下 の 【 表 ３ 】 の よ う に ま と
め ら れ る 。  
 
介 詞 の “ 当 ( d ā n g )” は 、“ 在 ( z à i )” よ り 使 用 上 で は 制 限 が 多 い も の
の 、“ 当 ( d ā n g )” の 方 は “ 正 ” な ど の 副 詞 と 組 み 合 わ さ れ 、“ 正 当 ”
の よ う な 形 で 、 よ り 明 確 な 時 間 を 表 す こ と が で き る 。  
一 方 、“ 当 ( d ā n g ) ” の み で あ れ ば 、“ 在 ( z à i )” と 同 様 、 時 間 （ の 範
囲 ） を 表 す こ と も で き 、“ 当 … 的 时 候 ”“ 当 … 时 ” の 形 で 時 間 （ の 範
囲 ） を さ ら に 明 確 に 示 す こ と も で き る 。  
こ の よ う な こ と か ら 判 断 す れ ば 、時 間（ の 範 囲 ）を 表 す 場 合 、“ 当
( d ā n g )” は “ 在 ( z à i )” に 比 べ て 、 切 迫 感 を 伴 っ て い る も の と 推 測 さ
れ る 。 つ ま り 、“ 当 ( d ā n g )” を 用 い る 場 合 は 、 ２ つ の 動 作 の 間 の 時 間
幅 が 短 い と 考 え ら れ る の で あ る 。  
そ し て 、時 間・場 所・範 囲 を 表 す“ 在 ( z à i )”と 対 応 す る 日 本 語 は 、
主 と し て “ デ ” で あ る が 、“ 当 ( d ā n g )” は よ り 多 く の 日 本 語 の 品 詞 、
お よ び 様 々 な 文 型 と 対 応 す る こ と が 、 本 稿 の 考 察 に よ っ て 明 ら か と
な っ た 。  
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【表３】 
1.時間を表す“当 (dāng)”  実 例  
日本語  対応する中国語  
「Ｖ
１
とＶ
２
」 “当” 
“当……时” 
“当……的时候” 
(1)気付くと、私は雨の中、工場の跡地にう
ずくまっていた。（い 357）対訳：当我
回过神来，我站在雨中，伫立在工厂的废
弃地上。（现 320）  
(2)ドラマ映画で共演する俳優同士は、特に
ふたりが恋人同士の役ともなると、撮影
の間は本当の恋愛感情が起きてくる。
（ふ 220）対訳：在电影或电视剧共同演
出的男女演员，尤其是当两人饰演情侣的
时候，便很容易在拍摄期间动了真情。（两
208）  
「Ｖ
１
ばＶ
２
」 
「Ｖ
１
たらＶ
２
」 
「Ｖ
１
てからＶ
２
」 
動 詞 の 中 止 形
「Ｖて」「Ｖ、」 
接続助詞の「な
り」 
“当” 
“当……时” 
“当……的时候” 
(3)他人に金を貸せば、そのときは感謝され  
るが、（略）（文 278）対訳：当你借钱给
别人时，当下会获得对方的感谢，（略）
（文
上
255）  
(4)半年ぶりで見る父母の姿がそこにあっ  
た。母は目が合うなり、手巾
ハンカチ
で口もとを  
覆うた。（奔 429）対訳：半年不曾见过 
的父母正在那里。当母亲和阿勋的视线相 
遇时，她用毛巾捂住了嘴，象是在抑制着  
呜咽。（奔 342）  
「Ｖたびに」 “每当…(的时候）” 
“当…时”  
(5)その後私は奥さんの顔を見るたびに気
になった。（こころ）対訳：以后，我每
当见到夫人都很担心。（心（1））  
(6)画面で映像の色合いが変わるたびに、そ  
の頬が青く、赤く、染められる。（東 177）
対訳：（略）当荧幕上的画面转换时，凉
子的脸庞也一阵青一阵红地随之染上一
层色彩。（东 196）  
「Ｖあと（で）」 “当…之后” 
“在…之后” 
(7)その代り、私共も、かれらの肉体を破壊  
したあとで、ただちにいさぎよく腹を切  
って、死ななければ間に合わない。なぜ  
なら、一刻も早く肉体を捨てなければ、 
魂の、天への火急のお使いの任務が果た  
せぬからです。（奔 473）対訳：但是，  
当我们破坏了他们的肉体后，假如不能立  
即果敢地切腹而死，不能尽快抛弃肉体， 
就不能完成灵魂升天这个十万火急的使 
命。（奔 374） 
(8)ひとしきり買った CD の話をしたあと
で、なんだか会話が途切れてしまった。
（ロ 79）対訳：在聊完 CD 的话题后，不
知为何，两人忽然沉默了起来。（长 105） 
「 間 際 に ／ 際
（に）」「Ｖあ
いだ」「Ｖてい
る あ い だ /Ｖ て
いる間」「Ｖう
ちに」 
“当……的时候” 
“当…时” 
“在…的时候”  
(9)だから別れる間際に、せめてあの世で一  
緒になろうと誓い合ったんだ。（世 28）
対訳：所以当我们分手时，祈愿着至少能
在另一个世界在一起。（在 29）  
(10)そこは彼女の背丈では深すぎたので、ゴ
ーグルをつけるあいだ、ぼくが水中で身
体を支えていた。（世 92）対訳：因为站
的地方对她而言太深，当她戴蛙镜的时
候，我得在水里帮她撑着身体。（在 92） 
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範囲を表す「Ｖ
うちで」 
“在…当中” 
“在…中” 
“…当中” 
“…中”  
(11)現にわたしのお友だちのうちでその手
紙を見た者が三人あるんですもの。（吾
406）対訳 2：而且在我的朋友当中，就
有三个人看过这封信呢。（我 289）  
時間を表す「Ｖ
１
と こ ろ で Ｖ
２
」
「 Ｖ と こ ろ で
Ｖ」「Ｖところ
にＶ」「Ｖとこ
ろをＶ」 
“当…时” 
“在…时” 
(12)この「謬って仏奴となり」というところ
で、みんなは海堂の顔を思いうかべて
笑い、「仏恨むことを休めよ」の件
くだ
り
で更に笑った。（奔 326）対訳：当他吟
到「谬作佛奴」时，大家联想起海堂的
面容，不禁都大笑起来；吟到「休恨佛」
时，全都笑得更厉害了。（奔 267）  
(13)すしめしは砂糖と酢で味つけがなされ
ており、小さな長方形ににぎったとこ
ろで、ワサビを少しつけます。（日 287）
対訳：醋饭是饭加醋，糖等调成的，在
捏成小长方形的寿司时，加上少许芥末。
（日 286）  
「 Ｖ よ う と す
る」「Ｖようとし
たとき」 
“当…时” 
“当＋動作主＋正
要＋動詞＋时”  
(14)なおも話し続けようとする守に、それ以
上しゃべらせまいとするかのように、
真 理 子 が き っ ぱ り と し た 口 調 で 言 っ
た。（私
上
102）対訳：当守还要继续说
下去时，真理子立刻打断他的话。（迟
上
124）  
(15)（略）出かけようとしたとき、玄関で物
音がした。（二 110）対訳：当她们正要
准备出门时，玄关的门被打开来。（二
108）  
「Ｖた頃」「Ｖて
いる頃」「Ｖする
頃」 
“当……的时候” 
“当……时” 
(16)まだアクション・クラブでエキストラと  
して働いていた頃、二時間ドラマに登
山者 A として駆り出された。（ふ 144）
対訳：当我还在表演训练班充当临时演
员的时候，曾在一齣两小时的单元剧中
饰演登山者 A。（两 136）  
(17)部屋でひとりになったビクトルが、例の
紙切れを灰皿の上で燃やしている頃、
警視庁の外事二課では佐伯が上司の中
浦を相手に経過を報告していた。（二
38）対訳：当维克特尔独自在房间内，
将小纸条放进烟灰缸里烧时，警視庁的
外事二课办公室里、佐伯正向中浦报告
维克特尔的情况。（二 38）  
「時（とき）」 “当……时” 
“当……的时候” 
(18)職人たちが帰ってから二人きりの夕食
の膳に向きあった時、喜助は心配げに
きいた。(越前竹人形 )対訳：在工匠们回
家以后，当屋里只有他俩面对面吃晚饭
时，喜助不放心地问玉枝，（略）(越前
竹偶 ) 
(19)しかし､八千代が梶の娘だと知った時、
何もかもがらがらと崩れてしまったの
だ｡（あした来る人）対訳：然而，当知
道八千代是梶大助女儿的时候，便一切
都土崩瓦解了。（情系明天）  
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「そのとき／このとき／あのと 
「そのころ」 
「その夜」 
「その年」 
熟語化され、“当时”“当晚”“当年”
で表すのが多い 
(20)なぜか恵は、昼間、雨宿りで隣あわせた
男の体のぬくもりと、そのとき感じた
“ときめき ”を思い出していた。（ひ 19）
対訳：不知道为什么，惠在这时候又想
起白天在屋檐下躲雨时，从那男人身上
传来的阵阵体温，以及当时心跳不已的
感觉。（夏 15）  
(21)その年の八月、私は「円空仏」の取材で
檀氏に津軽と北海道の旅を依頼した。
（文 491）対訳：（略）当年八月我因为
要采访「元空佛」，所以拜托他和我一
起前往津轻和北海道，（略）（文
下
440） 
2.場所を表す“当 (dāng)”         実 例  
 日本語  対応する中国語  
「目の前で」 “在眼前” (22)（略）海はすぐその目の前で終る。（春
272）対訳：（略）大海就将在眼前结束。
（春 209）  
(23)みんなの前でとは言わない。誰かの前だ
けでいいんです。（ロ 218）対訳：不需
要在大家面前，只要在某个人面前就好。
（长 288）  
(24)（略）わざわざ山田の目の前で、厚い手
紙を千々に引き破いてみせて、それを
捨てるように命じた。（春 213）対訳：
（略）特地当着山田的面，把厚厚的一
封信撕成无数的碎片，（略）（春 168） 
「ダレダレの前
で」「ダレダレ
の目の前で」 
 
“在…面前” 
“当（着）…的面” 
「この場で」 
「その場で」 
「あの場で」 
“（在）当场” 
“当时”  
(25)それから十二月三日土曜日決行に異議
のある者は、すぐこの場で言ってもら
いたい。（奔 312）対訳：……另外，对
在十二月三日，也就是星期五这天行动
有异议的人，请当场提出来。（奔 256） 
(26)蜘蛛はそう言い終わると、くるくるとそ
の場で回転し始めた。（土 135）対訳：
蜘蛛说完这一番话之后，便在当场开始
旋转起来。（泥 134）  
(27)あの場で、もしあの金がなかったら、
話はきっとこじれてただろうな。（青
202）対訳：当时如果没有钱的话，一定
会弄僵的。（青 119）  
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１
」 は 前 に 起 こ る 動
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２
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訳 本 ：『 长 假 』 林 芳 儿  译  台 湾 角 川 （ 长 ）  
鈴 木 貴 子 ( 1 9 9 6 )『 ひ と 夏 の プ ロ ポ ー ズ 』 双 葉 社 （ ひ ）  
訳 本 ：『 夏 日 求 婚 』 郭 淑 娟  译  东 贩 出 版 （ 夏 ）  
中 村 文 則 ( 2 0 0 5 )『 土 の 中 の 子 供 』 新 潮 社 （ 土 ）  
訳 本 ：『 泥 土 里 的 孩 子 』 萧 照 芳  译  台 湾 东 贩 （ 泥 ）  
夏 目 漱 石 ( 1 9 6 2 )『 吾 輩 は 猫 で あ る 』 角 川 文 庫 （ 吾 ）  
訳 本 1：『 我 是 猫 』 李 永 炽  译  桂 冠 图 书 （ 我 ）  
夏 目 漱 石 ( 1 9 6 2 )『 吾 輩 は 猫 で あ る 』 角 川 文 庫 （ 吾 ）  
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訳 本 ：『 东 京 仙 履 奇 缘 』 萧 照 芳  译  台 湾 东 贩 （ 东 ）  
村 上 龍 ( 2 0 0 3 ) 『 ど こ に で も あ る 場 所 と ど こ に も い な い わ た し 』 文 藝
春 秋 （ ど ）  
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中 日 対 照 コ ー パ ス 第 一 版 ( 2 0 0 3 )北 京 日 本 学 研 究 セ ン タ ー  
 
 
【 注 】  
１  『 古 代 汉 语 虚 词 词 典 』の ま え が き に よ れ ば 、古 代 と は 秦 か ら 漢 、
唐 、 宋 、 元 、 明 、 清 に か け て の 年 代 を 指 す 。 (何 乐 士 编 2 0 0 6 : 1 )  
２  「 虚 词 」 不 能 单 独 作 句 子 成 分 ， 只 能 依 附 于 实 词 或 句 子 的 词 。 虚
词 的 主 要 作 用 是 表 示 一 定 的 语 法 意 义 。 一 般 认 为 汉 语 的 虚 词 包 括 介
词 ，连 词 ，助 词 ，语 气 词 ，叹 词 。(『 实 用 中 国 语 言 学 词 典 』19 9 2 : 1 0 3）
（ 虚 詞 は 単 独 的 に 使 わ れ ず 、フ レ ー ズ や 文 に 付 加 さ れ 、使 わ れ る 。
単 語 と 単 語 の 間 、 フ レ ー ズ と フ レ ー ズ の 間 、 更 に 文 と 文 と の 間 で
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一 定 の 文 法 の 意 味 を 示 す の が 虚 詞 の 主 な 役 割 で あ る 。 一 般 的 に 言
え ば 、中 国 語 の 虚 詞 は 介 詞（ 前 置 詞 ）、接 続 詞 、助 詞 、語 気 助 詞 、
感 嘆 詞 を 含 む 。（ 引 用 者 訳 ））  
３  侯 (1 9 9 8 : 1 2 5 )参 照 。  
４  『 日 本 語 教 育 事 典 』 (1 9 8 2 : 4 0 0 )参 照 。  
５  『 日 本 語 教 育 事 典 』 (1 9 8 2 : 4 0 0 )参 照 。  
６  『 日 本 語 教 育 事 典 』 (1 9 8 2 : 1 3 3 )参 照 。  
７  「 学 校 へ 行 き 、 先 生 に 会 う 」 の よ う な 、 連 用 形 で 文 を い っ た ん
打 ち 切 り 、 更 に 文 を 展 開 さ せ て い く 用 法 を 中 止 法 と い う 。 こ れ に
接 続 助 詞 「 て 」 を 付 け た 「 学 校 へ 行 っ て 、 先 生 に 会 う 」 の よ う に
用 法 を 接 続 法 と 言 う 形 を テ 形 （ te - f o r m） と 呼 び 、 中 止 法 と 接 続
法 と は 用 法 面 で 重 な る 場 合 が 多 い が 、 接 続 法 は 中 止 法 に 比 べ る と 、
前 の 動 作 や 状 態 に は っ き り け り を 付 け て か ら 次 へ と 移 る と い う
気 持 ち が 強 い 。 中 止 法 で は 単 な る 事 柄 の 列 挙 に 終 わ っ て し ま う 文
で も 、接 続 法 に 換 え る と 事 柄 の（ 時 間 的 ）順 序 を 表 す こ と に な り 、
そ こ か ら 、 前 の 事 柄 が 成 立 し た 結 果 次 の 事 柄 が 生 ず る と い う 因 果
関 係 も 生 れ て く る 。『 日 本 語 教 育 事 典 』 (1 9 8 2 : 1 3 3 - 1 3 4 )参 照 。  
８  『 日 本 語 教 育 事 典 』 (1 9 8 2 : 4 4 0 - 4 4 1 )参 照 。  
９  『 日 本 語 教 育 事 典 』 (1 9 8 2 : 4 4 0 - 4 4 1 )参 照 。  
1 0   『 新 明 解 国 語 辞 典 』 参 照 。  
1 1  “ 当 中 ” は 日 本 語 の 「 … 中 （ な か ）」 に 当 た る 。  
1 2  「（ の ）中 で 」は 場 所 を 表 す 場 合 は 、“（ 在 ）… 里 ”に 対 応 す る 。
例 え ば 、「 電 話 ボ ッ ク ス の 中 で 受 話 器 を 握 り し め て い る 。(い 21 2 )
対 訳 ： 在 电 话 亭 里 ， 紧 握 着 电 话 。 (现 1 9 1 )。」「 あ る 日 例 の ご と く
吾 輩 と 黒 は 暖 か い 茶 畑 の 中 で 寝 転 び な が ら い ろ い ろ 雑 談 を し て
い る 。（ 吾 21）  対 訳 1： 一 天 ， 一 如 往 昔 ， 我 跟 老 黑 横 躺 在 温 暖 的
茶 园 里 ， 漫 谈 种 种 事 情 。 (我 10 )」 の よ う な 例 で あ る 。  
1 3  場 所 を 表 す 「 Ｖ
１
と こ ろ で Ｖ
２
」 と は 、 次 の よ う な も の で あ る 。
「 美 緒 が そ う 言 う と 、 亮 介 が と つ ぜ ん 階 段 を 降 り た と こ ろ で 立 ち
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止 っ た 。(東 24 1 )」「 そ ん な 利 害 関 係 を 離 れ た と こ ろ で 、純 粋 に お
れ の 資 質 だ け を 見 て 、 こ れ だ け の こ と を 言 っ て く れ て い る 。 (ふ
17 7 )」  
1 4  “ 正 要 ” は 、 日 本 語 の 「 ち ょ う ど … し よ う と す る （ 時 ）」 の 意
に 当 た る 。  
1 5   『 日 中 辞 典 』（ 19 9 2） 参 照 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
